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会社概要

株式会社富強食品 会 社 名

2024年10月 設 立

（注）前身となる有限会社富強食品は、

1958年創業、1962年設立。

代表取締役 富岡 実 代 表 者

千葉県野田市木野崎1692番地 本 社

中華料理用材料の製造販売 事 業 内 容

55名（2024年８月末時点） 従 業 員 数

https://www.fukyo.com/ U R L

株式会社富強食品の発行済株式100％を譲り受ける

（注）株式会社富強食品は、有限会社富強食品が食品製造事業を移管するために2024年10月に設立。

千葉県野田市に本社及び工場を構え、

春巻きの皮を主力商品とした中華料理

材料等の製造販売を行う企業

1958年に創業して以来、

日本で初めて春巻きの皮を

製品化した企業としてブランドを確立

概 要
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主力商品

春巻きの皮が主力商品であり、売上高全体の約６割を占める
餃子の皮や烤鴨餅（北京ダックの皮）などを含めた皮製品の売上は約８割弱

主
力
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特徴と強み

高付加価値な商品を

作り上げる

製造ノウハウ

 主力商品である春巻きの皮は、創業当初から受け継いできたレシピ、製造技術

やノウハウにより、その品質の高さと美味しさ（皮が破れず、パリッと揚が

る）に定評があり、多くの固定客を持つ

 数多くの著名な高級中華料理店やホテルに導入されており、各取引先とは⾧年

にわたり取引が継続されている

 富強食品の春巻きの皮は、小麦粉等を混ぜて伸ばした後に焼いて冷ます工程

（手間のかかる工程）を経ているため、飲食店は春巻きの皮を自社で製造せず

外部から購入する傾向にある

 春巻きの皮以外にも本格的な中華料理で使用されるニッチな食材を幅広く取り

扱っている

業界において

確立された地位

 1958年の創業時から業務用春巻きの皮の製造販売において確固たる地位を確立

 ニッチな市場において高いシェアを獲得し、高い利益率を維持している
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単位：百万円食品製造事業の営業利益

M&A実行後の削減可能費用

譲渡対象事業の業績推移

単位：百万円

売上高 調整後営業利益

コロナ期間を除き、業績は堅調に推移している
2024年12月期は、売上高及び営業利益ともに前期並で着地見込

2021/12 実績 2022/12 実績 2023/12 実績 2024/12 見込

380
429

前期並510

2023/12 実績 2024/12 見込

（注）調整後営業利益は、食品製造事業から生み出される

営業利益にM&A後に削減可能な費用を加算して算出

実
績

削
減
可
能
費
用

調整後

▲35 ▲31

35

78 前期並

43

コロナ期間

2021/12 実績 2022/12 実績

コロナ期間
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株式取得理由とスケジュール

富強食品が創業以来作り上げてきた商品力とノウハウ、それにより確立されたブランド力、

ニッチな市場における高いシェア、それらがもたらす確固たる事業基盤と高い利益率から、

今後も安定的な業績が期待できるため

富強食品が持つ高級中華料理店やホテル向けの販路に対し、当社グループ製品を販売する

ことや、当社の国内及び海外における販売ネットワークを活用し富強食品の製品を拡販

することで更なる業績の拡大を目指す

取 得 理 由

2024年12月19日 取締役会決議

同日 株式譲渡契約締結＆株式譲渡実行

スケジュール
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当社のM&A戦略

当社は中⾧期的な成⾧に向け２つのM&A戦略を掲げる
富強食品は、高付加価値商品によりニッチ市場で高いシェアを獲得し、
高利益率を確保する、ニッチ市場戦略に合致

２．ニッチ市場戦略

企業付加価値が高い商品の製造を行う企業

核となる企業を新規M&A ＋ 同業他社ロールアップ

コア
企業

 設備投資により競争優位性を確立できる業界

 工場の集約により生産性を改善し効率化を図れる業界 等

１．ロールアップ戦略

大規模かつ高利益率を誇る企業
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本資料の取り扱いについて

 本資料に記載されている市場環境等の情報に関する記述は、当社が独自で調査を行ったものであ
り、必ずしもその内容の正確性及び完全性を保証するものではございません。

 本資料に記載されている業績見通し等の将来情報に関する記述は、当社が現在入手している情報
及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するもので
はなく不確実性を含んでおります。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能
性があります。

 本資料には、監査法人による監査を受けていない管理資料が含まれております。


